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本
会
は
、
2
月
14
日
に
行

わ
れ
た
第
1
0
6
回
評
議
員

会
で
「
政
務
活
動
費
に
関
す

る
Ｑ
＆
Ａ（
参
考
指
針
）」
を

報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

Ｑ
＆
Ａ
と
通
知
文（「
政
務

活
動
費
の
適
正
な
運
用
と
透

明
性
の
確
保
に
つ
い
て（
お

願
い
）」）
は
、
2
月
末
を
目

途
に
全
市
へ
郵
送
す
る
。

総
論
、
各
論
の
2
部
構
成
。

総
論
で
は
▽
概
要
▽
会
計
年

度
独
立
の
原
則
▽
按
分
▽
議

員
の
責
務
▽
適
正
な
運
用
と

透
明
性
の
確
保
―
な
ど
に
つ

い
て
、
判
例
等
を
挙
げ
紹
介
。

各
論
で
は
▽
調
査
研
究
費
▽

研
修
費
▽
広
報
費
▽
広
聴
費
、

会
議
費
▽
資
料
購
入
費
▽
人

件
費
▽
事
務
所
費
―
に
関
す

る
判
例
等
を
掲
載
。
市
議
会

で
の
取
り
組
み
な
ど
参
考
事

例
も
紹
介
し
て
い
る
。

本
会
は
、
29
年
2
月
9
日

の
第
1
0
2
回
評
議
員
会
で
、

政
務
活
動
費
の
透
明
性
の
向

上
に
関
し
て
決
議
。
各
市
議

会
は
使
途
基
準
の
遵
守
と
市

民
へ
の
説
明
責
任
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
方
、
適
正
な
運
用
に
欠

け
る
と
、
監
査
や
訴
訟
で
指

摘
さ
れ
、
住
民
か
ら
批
判
さ

れ
る
事
例
も
散
見
さ
れ
る
現

状
も
あ
り
、
政
務
活
動
費
の

運
用
に
対
す
る
市
民
の
不
信

感
を
増
大
さ
せ
、
さ
ら
に
市

議
会
や
議
員
に
対
す
る
信
用

・
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
、
と
各
方

面
か
ら
の
懸
念
も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
本
会
で
は
、

会
長
市
、
部
会
長
市
な
ど
の

参
画
を
得
る
と
と
も
に
、
全

国
の
市
議
会
か
ら
意
見
の
聞

き
取
り
な
ど
も
行
い
、
政
務

活
動
費
の
適
正
な
運
用
な
ど

の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
各

市
議
会
の
主
体
性
・
自
律
性

の
尊
重
を
基
本
と
し
、
多
面

的
な
検
討
・
協
議
を
重
ね
、

Ｑ
＆
Ａ
を
取
り
ま
と
め
た
。

通
知
文
で
は
「
政
務
活
動

費
に
つ
い
て
は
、
各
市
議
会

が
日
頃
か
ら
運
用
状
況
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
運
用
改
善
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
な

課
題
と
考
え
る
。
各
市
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
実
情
に

合
わ
せ
、
そ
の
判
断
で
政
務

活
動
費
の
運
用
改
善
に
向
け

て
手
引
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
や
改
定
を
行
う
ほ
か
、
条

例
規
則
の
改
正
を
行
う
際
の

参
考
指
針
と
し
て
、
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員

長
�
本
田
俊
治
根
室
市
議
会

議
長
）
は
2
月
4
日
、
都
内

で
第
1
6
4
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
本
田
委
員
長

は
、
31
年
度
政
府
予
算
案
に

つ
い
て
、
「
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
係
る
財
源
負
担
で
は
、

市
町
村
側
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
地
方
負
担
の
割
合
に
は

一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
た
」

と
挨
拶
。
▽
地
域
医
療
や
介

護
保
険
で
は
、
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
し
、

病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
に

必
要
な
基
盤
整
備
な
ど
の
事

業
が
支
援
さ
れ
る
▽
文
教
施

策
で
は
、
学
校
で
の
働
き
方

改
革
や
複
雑
化
・
困
難
化
す

る
教
育
課
題
へ
対
応
す
る
た

め
、
教
職
員
定
数
の
改
善
が

図
ら
れ
る
―
な
ど
と
述
べ
た
。

協
議
で
は
、
30
年
度
要
望

結
果
を
了
承
す
る
と
と
も
に
、

次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送

り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
望
す
る
必
要
が
あ
る
事
項

を
原
案
の
通
り
申
し
送
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

講
師
で
招
い
た
厚
生
労
働

省
大
臣
官
房
の
横
幕
章
人
会

計
課
長
が
、
31
年
度
厚
生
労

働
省
予
算
案
の
重
点
事
項
に

つ
い
て
説
明
。
全
世
代
型
社

会
保
障
の
基
盤
強
化
に
向
け

▽
働
き
方
改
革
・
人
づ
く
り

革
命
・
生
産
性
革
命
と
し
て
、

医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革

等
の
推
進
▽
質
が
高
く
効
率

的
な
保
健
・
医
療
・
介
護
の

提
供
と
し
て
、
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
促
進
基
金
の
創
設
に
よ
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
医
療
現
場

の
連
携
▽
全
て
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け

た
福
祉
等
の
推
進
と
し
て
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
・
社
会

的
養
育
の
迅
速
か
つ
強
力
な

推
進
―
な
ど
に
取
り
組
む
と

述
べ
た
。

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
会

計
課
の
吉
田
潔
予
算
企
画
調

整
官
は
、
31
年
度
文
部
科
学

省
予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
。
▽
文
教
関
係
で
は
、
新

本本会会

【
2
面
へ
続
く
】
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会会
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イイ
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【
1
面
か
ら
続
く
】

学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実

施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
た
め
の
教
職
員
定
数

の
改
善
増
（
1
4
5
6
人
）

の
ほ
か
、
学
校
施
設
の
耐
震

化
や
い
じ
め
・
不
登
校
対
応
、

幼
児
教
育
無
償
化
▽
ス
ポ
ー

ツ
関
係
で
は
、
2
0
1
9
年

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
等
に
向
け
た
準
備

▽
文
化
芸
術
関
係
で
は
、
観

光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の

拠
点
形
成
―
な
ど
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
述
べ
た
。

「
高
知
県
人
口
の
4

割
強
が
集
中
す
る
高
知

市
だ
が
、
全
国
の
10
年

先
を
進
む
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
の
波
は
激
し

い
」
。
本
会
副
会
長
で

あ
る
髙
木
妙
高
知
市
議

会
議
長
は
こ
う
語
る
。
加
え

て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
30
年

以
内
の
発
生
確
率
が
70
％
を

超
え
、
危
機
感
が
募
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
都
と
し
て

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
そ

の
中
で
「
高
知
市
が
県
と
と

も
に『
県
市
連
携
』を
遂
行
し

て
い
る
こ
と
は
、
全
国
に
誇

れ
る
特
徴
」
と
力
を
込
め
る
。

県
市
連
携
の
具
体
例
と
し

て
挙
げ
た
の
が
、
1
4
1
年

の
伝
統
を
誇
り
、
25
年
に
閉

校
し
た
追
手
前
小
学
校
の
跡

地
に
造
ら
れ
た
新
図
書
館
等

複
合
施
設
「
オ
ー
テ
ピ
ア
」
。

30
年
7
月
24
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
同
施
設
は
、
「
オ
ー
テ

ピ
ア
高
知
図
書
館（
県
立
図

書
館
、市
民
図
書
館
本
館
）」

の
2
館
合
築
に
加
え
「
オ
ー

テ
ピ
ア
高
知
声
と
点
字
の
図

書
館
」
と
「
高
知
み
ら
い
科

学
館
」
の
計
4
施
設
か
ら
成

る
。各

施
設
の
狭
あ
い
化
、
老

朽
化
や
図
書
館
に
要
求
さ
れ

る
多
様
化
・
専
門
化
か
ら
2

館
合
築
計
画
は
始
ま
っ
た
が
、

旧
図
書
館
を
残
し
た
い
と
願

う
声
も
あ
り
、
県
民
・
市
民

に
大
き
な
波
紋
が
生
じ
た
。

市
議
会
は
、
是
々
非
々
の

立
場
で
議
論
を
重
ね
、
全
国

初
と
な
る
県
立
図
書
館
と
市

民
図
書
館
合
築
を
議
決
。
点

字
図
書
館
と
子
ど
も
科
学
館

を
併
設
し
た
複
合
施
設
建
設

と
い
う
重
要
な
意
思
決

定
も
行
っ
た
。

髙
木
議
長
は
、
賛
否

の
意
見
集
約
の
過
程
に

立
ち
会
い
「
建
設
に
深

い
思
い
入
れ
を
持
っ
て

取
り
組
ん
だ
一
人
と
し

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨

め
た
こ
と
は
、
感
慨
深
い
も

の
で
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

議
長
と
し
て
、
市
の
災
害

対
策
本
部
運
営
規
程
の
見
直

し
を
行
い
、
会
議
欠
席
に
は
、

届
出
の
義
務
を
課
し
た
こ
と

や
農
業
問
題
に
つ
い
て
の
農

業
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
、

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

特
別
委
員
会
で
議
会
の
業
務

継
続
計
画
（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が

記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

現
在
、
市
で
は
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
に
関
し
市
民

か
ら
多
く
の
意
見
が
上
が
っ

て
お
り
、
市
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
熱
く
議
論

を
交
わ
す
土
佐
人
だ
が
、
市

民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に

は
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て

の
議
会
の
活
発
な
論
議
が
大

切
と
冷
静
に
見
つ
め
「
市
民

の
幸
福
を
願
い
熟
議
を
重
ね

る
議
会
を
目
指
す
」
と
語
る
。

高
知
県
は
自
由
民
権
運
動

発
祥
の
地
で
あ
り
、
「
婦
人

に
も
参
政
権
を
！
」
と
訴
え

た
日
本
最
初
の
女
性
と
し
て

知
ら
れ
る
楠
瀬
喜
多
（
1
8

3
6
〜
1
9
2
0
年
）
が
勝

ち
取
っ
た
女
性
参
政
権
発
祥

の
地
。
「
議
論
好
き
の
土
佐

の
男
は
一
本
気
で『
い
ご
っ

そ
う
』。女
性
は『
は
ち
き
ん
』

と
呼
ば
れ
、
堂
々
と
酒
を
楽

し
む
文
化
が
根
付
く
一
方
、

情
の
あ
る
優
し
さ
と
面
倒
見

の
良
さ
は
深
く
か
か
わ
っ
た

人
こ
そ
感
じ
る
」
と
ほ
ほ
笑

む
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

昭
和
32
年
5
月
生
ま
れ
。

「
市
民
に
と
っ
て
ど
う
な
の

か
」
と
の
判
断
基
準
で
「
熟

慮
断
行
」
を
貫
く
。
「
課
題

は
現
場
に
、知
恵
も
現
場
に
」

と
す
る
「
現
場
第
一
主
義
」

と
「
報
恩
感
謝
」
が
信
条
。

大
学
で
は
声
楽
を
専
攻
。
音

楽
教
室
講
師
や
小
・
中
学
校

の
音
楽
専
科
教
員
と
し
て
教

育
現
場
を
経
験
す
る
。
「
未

来
を
創
る
は
人
為
り
」
と
、

現
場
で
感
じ
た
教
育
の
在
り

方
や
、
発
達
障
が
い
児
へ
の

対
応
な
ど
、
制
度
の
間
で
援

助
を
求
め
る
人
々
の
救
済
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
、
政

治
の
世
界
へ
。
平
成
29
年
6

月
に
女
性
で
は
3
人
目
と
な

る
1
1
3
代
議
長
に
就
任
。

30
年
5
月
に
は
本
会
副
会
長

に
就
任
し
た
。
防
災
講
演
や

避
難
所
訓
練
な
ど
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
防
災
士
の
資
格
を

持
つ
。

髙
木
議
長
は
「
本
年
10
月

に
第
14
回
全
国
市
議
会
議
長

会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
本
市

で
開
催
さ
れ
る
。
高
知
は
明

治
維
新
で
活
躍
し
た
多
く
の

志
士
を
輩
出
し
た
。
中
で
も

人
気
第
一
の
坂
本
龍
馬
は
30

年
に
記
念
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
桂
浜
の
龍
馬
像
も
近
い
。

10
月
は
戻
り
ガ
ツ
オ
の
旬
。

土
佐
の
銘
酒
に
酔
い
な
が
ら
、

熱
い
志
に
思
い
を
馳
せ
て
は
。

全
国
か
ら
の
お
い
で
を
議
会

一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

高高 知知

県県
市市
連連
携携
でで

図図
書書
館館
合合
築築

髙髙
木木
副副
会会
長長
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

研究フォーラムin宇都宮での髙木議長

オーテピアオープニングセレモニ
ーにて、右から髙木議長、岡﨑誠
也高知市長、尾﨑正直高知県知事
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
は
、
2
月
5
日
、
都

内
で
第
82
回
総
会
を
開
催
し

た
。
会
長
市
で
の
議
長
交
代

に
伴
い
、
舩
見
亮
悦
三
沢
市

議
会
議
長
が
、
会
長
に
就
任

し
て
い
る
。

会
議
冒
頭
、
舩
見
会
長
は

「
来
年
度
予
算
案
で
、
総
務

省
所
管
の
基
地
・
調
整
交
付

金
は
対
前
年
度
比
10
億
円
増

の
3
6
5
億
4
0
0
0
万
円
、

防
衛
省
所
管
の
基
地
周
辺
対

策
経
費
は
歳
出
ベ
ー
ス
で
対

前
年
度
比
1
6
7
億
9
0
0

万
円
増
の
1
4
4
8
億
5
6

0
0
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。

皆
様
方
の
ご
尽
力
の
た
ま
も

の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

本
会
の
山
田
一
仁
会
長

（
札
幌
市
議
会
議
長
）
も
挨

拶
。
「
本
会
委
員
会
で
も
基

地
対
策
関
係
予
算
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
私
も
、
本

協
議
会
の
一
員
と
し
て
基
地

対
策
関
係
予
算
の
所
要
額
確

保
、
基
地
対
策
関
係
施
策
の

充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
石
田
真

敏
総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て
、

鈴
木
淳
司
総
務
副
大
臣
、
岩

屋
毅
防
衛
大
臣
の
代
理
と
し

て
、
山
田
宏
防
衛
大
臣
政
務

官
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が

あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
大
平
達
城

監
事（
善
通
寺
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、

認
定
し
た
。
31
年
度
活
動
方

針
案
で
は
、
基
地
周
辺
対
策

関
係
諸
施
策
の
さ
ら
な
る
充

実
強
化
の
た
め
、
「
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
等
」
と
し
て
▽
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
所

要
額
確
保
▽
調
整
交
付
金
の

義
務
的
経
費
と
し
て
の
取
り

扱
い
―
な
ど
4
項
目
、
「
基

地
周
辺
対
策
の
充
実
強
化
」

と
し
て
▽
基
地
周
辺
対
策
経

費
の
所
要
額
確
保
▽
住
宅
防

音
事
業
の
充
実
強
化
―
な
ど

12
項
目
、
を
活
動
目
標
と
し

て
原
案
通
り
決
定
。
事
業
計

画
案
、
予
算
案
も
原
案
通
り

決
定
し
た
。

講
演
で
は
、
元
外
務
事
務

次
官
で
、
現
立
命
館
大
学
客

員
教
授
の
薮
中
三
十
二
氏
か

ら
、
「
国
際
情
勢
と
日
本
外

交
」
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ

っ
た
。

講
師
説
明
で
は
、
総
務
省

自
治
税
務
局
の
田
辺
康
彦
固

定
資
産
税
課
長
が
「
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金

平
成

31
年
度
予
算
案
等
」
と
題
し

説
明
。
「
今
後
も
所
要
額
確

保
に
全
力
で
努
力
す
る
」
と

述
べ
た
。
防
衛
省
地
方
協
力

局
の
山
野
徹
地
方
協
力
企
画

課
長
は
「
平
成
31
年
度
予
算

案

基
地
周
辺
対
策
経
費
」

と
題
し
説
明
。
「
防
衛
施
設

は
防
衛
力
を
支
え
る
基
盤
。

維
持
の
た
め
基
地
周
辺
対
策

経
費
は
不
可
欠
」
と
述
べ
た
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
石
倉
彰

魚
津
市
議
会
議
長
）
は
2
月

6
日
、
都
内
で
第
45
回
総
会

を
開
催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
石
倉
会
長
は

「
本
協
議
会
は
、
高
速
道
路

の
建
設
促
進
や
さ
ら
な
る
機

能
向
上
と
最
適
利
用
、
安
全

対
策
な
ど
を
要
望
し
た
。
そ

の
結
果
、
31
年
度
国
土
交
通

省
の
道
路
関
係
予
算
案
で
は

30
年
度
に
比
べ
増
額
さ
れ
引

き
続
き
安
定
し
た
道
路
整
備

へ
の
所
要
額
が
計
上
さ
れ

た
」
等
の
挨
拶
を
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
高
速
道
路

建
設
推
進
議
員
連
盟
会
長
の

衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
ら

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
佐
藤
和
好

監
事
（
大
崎
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
認
定
し
た
ほ
か
、
31

年
度
活
動
方
針
案
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
、
原
案
の
通
り

【
4
面
へ
続
く
】

来賓挨拶する鈴木総務副大臣

来賓挨拶する山田防衛大臣政務官

基基
地地
関関
係係
施施
策策
のの
充充
実実
強強
化化
をを

3311
年年
度度
活活
動動
方方
針針
決決
定定
基基地地協協
総総 会会

講演する薮中立命大客員教授

監査結果を報告する大平監事

舩見基地協会長

高高
速速
道道
路路
のの

整整
備備
推推
進進
をを
強強
くく
要要
望望
高高速速協協
総総 会会

山田本会会長

挨拶する石倉高速協会長

来賓挨拶する衛藤高速議連会長
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【
3
面
か
ら
続
く
】

決
定
し
た
。

決
議
で
は
、
中
野
治
郎
相

談
役
（
大
津
市
議
会
議
長
）

か
ら
、
高
規
格
幹
線
道
路
網

1
万
4
0
0
0
㎞
の
早
期
整

備
に
向
け
た
明
確
な
方
向
性

の
提
示
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
（
未
整
備
部
分
）
解
消
や

暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車
線

化
の
早
期
実
現
な
ど
、
高
速

道
路
の
整
備
推
進
や
老
朽
化

対
策
の
た
め
の
7
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
「
高
速
道
路
建
設

・
整
備
促
進
等
に
関
す
る
決

議
」
の
提
案
が
あ
り
、
満
場

一
致
で
決
定
。
関
係
国
会
議

員
な
ど
に
強
く
要
望
を
行
う

こ
と
と
し
た
（
決
議
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

講
演
で
は
、
国
土
交
通
省

道
路
局
の
山
本
巧
高
速
道
路

課
長
か
ら
、
高
速
道
路
を
取

り
巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
石
倉
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
、
正
副
会

長
・
監
事
は
、
衛
藤
征
士
郎

高
速
議
連
会
長
、
野
田
聖
子

高
速
議
連
副
会
長
、
阿
達
雅

志
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
ら

に
決
議
を
手
交
の
上
、
要
望

を
行
っ
た
。

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
青
木
幹
雄
福

井
市
議
会
議
長
）
は
2
月
7

日
、
都
内
で
第
50
回
総
会
を

開
催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
青
木
会
長
は

「
今
後
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
に
よ
り
社
会
構
造
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
、
持
続

的
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

提
供
す
る
た
め
に
は
、
連
携

協
約
や
事
務
の
共
同
処
理
の

仕
組
み
を
活
用
し
た
、
地
方

自
治
体
間
の
広
域
連
携
へ
の

取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
茂
木

弘
伸
監
事
（
渋
川
市
議
会
議

長
）
か
ら
監
査
結
果
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
認
定
し
た
ほ

か
、
31
年
度
活
動
方
針
案
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案

の
通
り
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
各
部
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
副
会
長
・

監
事
・
理
事
に
つ
い
て
、
事

務
局
の
報
告
の
通
り
選
任
。

会
長
候
補
に
つ
い
て
は
、
武

井
富
美
男
新
副
会
長
（
岡
谷

市
議
会
議
長
）
か
ら
、
次
期

副
会
長
候
補
に
よ
る
互
選
結

果
で
、
山
田
延
孝
鳥
取
市
議

会
議
長
を
推
挙
す
る
と
の
報

告
が
あ
り
、
山
田
氏
を
選
任

し
た
。

山
田
新
会
長
か
ら
「
広
域

連
携
施
策
が
さ
ら
に
充
実
す

る
よ
う
、全
力
を
傾
注
す
る
」

な
ど
の
就
任
挨
拶
が
あ
り
、

青
木
前
会
長
か
ら
退
任
挨
拶

が
あ
っ
た
。

相
談
役
委
嘱
で
は
、
規
約

と
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、

青
木
前
会
長
、
本
会
副
会
長

の
天
沼
久
純
盛
岡
市
議
会
議

長
と
髙
木
妙
高
知
市
議
会
議

長
に
相
談
役
を
委
嘱
し
た
。

講
演
で
は
、
株
式
会
社
野

村
総
合
研
究
所
顧
問
の
増
田

寛
也
氏
か
ら
、
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
岡
谷
市
や

大
野
市
の
取
り
組
み
例
を
挙

げ
て
説
明
が
あ
っ
た
。

※
全
て
30
年

▼
議
長

▽
守
山

藤
木

猛（
9
・
28
）

▽
つ
く
ば

神
谷
大
蔵（
12
・
21
）

▽
坂
東

張
替
秀
吉（
12
・
25
）

▽
柏
崎

笠
原
晴
彦（
12
・
26
）

▽
笠
間

飯
田
正
憲（
12
・
27
）

▼
副
議
長

▽
守
山

奥
野
眞
弓（
9
・
28
）

▽
つ
く
ば

山
本
美
和（
12
・
21
）

▽
坂
東

後
藤
治
男（
12
・
25
）

▽
柏
崎

星
野
正
仁（
12
・
26
）

▽
笠
間

石
田
安
夫（
12
・
27
）

▼
事
務
局
長

▽
糸
魚
川

松
木

靖（
4
・
1
）

▽
津
山

野
口

薫（
4
・
1
）

▽
真
庭

綱
島
直
彦（
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

阿達国交大臣政務官

監査結果を報告する佐藤監事

決議を提案する中野相談役

選考結果を報告する武井新副会長

講演する増田野村総研顧問

広広
域域
協協
新新
会会
長長
にに

山山
田田
鳥鳥
取取
市市
議議
長長
がが
就就
任任
広広域域協協
総総 会会

挨拶する青木広域協会長

監査結果を報告する茂木監事

挨拶する山田広域協新会長
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